
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 達成度
（評価）

評価

●学力の向上 A A 進路指導主事

A A 進路指導主事

A A 道徳教育推進教師
人権･同和教育担当者

B B （主）生徒指導主事
（副）各学年主任

A A 研修主任

●健康・体つくり B B 保健指導主事

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B 管理職

●特別支援教育の充実 B B 教育支援部主任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・生徒たちは、佐賀市内を中心に、広域から入
学している。まずは、地元である小城の良さを
知ってもらうことが大事である。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成
〇健康寿命を延ばす食生活を意識し免疫力を
高める食事の摂取の推進

◎自らの夢や目標の実現に向けて努力する気
持ちを高める教育活動の推進

○郷土小城や佐賀について学ぶ活動や講演会
を実施し、アンケート等で郷土に愛着を持ってい
る生徒８０％以上にする。

・SDGs講演会やさがを誇りに思う講演会、小城
市出前講座を実施し、地元小城や佐賀の魅力
について知見を深め、持続可能なよりよい社会
を形成しようとする意識や意欲を醸成する。

学校名 佐賀県立小城高等学校

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価 学校関係者評価

意見や提言実施結果

○基礎学力の定着及び進路実現を見据えた学
習指導の実施

〇各教科の代表者が研究授業を行い、授業改
善について研究協議する。
〇教科担当者会議を年２回以上行い、教科間
の連携や分析を行う。

・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」
の視点に立った指導法を研究し、授業改善に取
り組む。
・模擬試験や定期考査の分析を行い、各教科の
課題量や質、学習時間の配分について教科担
当者と担任で綿密な情報交換と連携を行う。

取組内容 成果指標
（数値目標）

・全教科で公開研究授業・合評会が行われ、より良い授業を実施してい
くために研鑽が積まれている。
・各学年ともに定期的な教科連絡会を行い計画的に生徒の学習支援
が行われている。
・「スタディサプリ」の研修会を行い、各教科利用するとともに、習熟度テ
ストの結果から不得意分野の復習を指示するなど効率的な活用が進ん
でいる。

・生徒たちは、充実した高校生活を送りながら、
丁寧かつ細やかな指導が行われ、学力向上が
図れているという印象がある。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

○生徒、職員が人権感覚を身に着けるための
研修機会を年２回以上設ける。

・人権・進路保障ＨＲを全学年で実施する。
・人権・同和教育に関する講演会を実施する。

・学年進行でテーマを設定し、毎年ＨＲを実施している。生徒の成長に
応じて、各学年・クラスで熱心に取り組みが行われている。また、授業
実施者も積極的に取り組まれている。日頃の授業での生徒と先生方の
信頼関係が、ＨＲ実施における理解の深化につながっていると考える。
・各生徒向け講演会は計画通りに実施できた。なかでも生徒昇降口へ
の壁画の制作において、多くの生徒が協力し、壁画完成に至ったこと
は、共生社会実現に向け、生徒・職員が意識を高く持っていることを裏
受けていると考える。こうした多方面の活動が、他者理解へとつながっ
てくれると信じる。

・教育は、幅広い人間教育となり、多面的教育
が実践されている。
・忙しい学校生活となっている面があり、評価の
物差しも様々である。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

○いじめアンケートを実施し、組織的な対応を行
う。
○情報モラル教育に関する講演会を実施し、い
じめ防止に努める。
○朝の登校時に自転車通学生に、正門付近で
の降車指導を行い、小学生や高齢者と共に、自
らについても安全な環境を保障する。

・教育支援部、生徒支援部、学年で情報を共有
し、いじめアンケート等について、追跡調査、指
導を行う。
・講演会だけではなく、全校集会、学年集会にお
いて、いじめや差別、偏見につながるような行
為は許されないことを周知し、道徳心や倫理観
の育成に努める。
・各学期の初めに、登校指導を組織的に行う。
・個人面談を適宜実施し、生徒の情報収集に務
める。

・事案発生時に、初期対応を迅速にし、組織的に対応することができ
た。
・教育支援部を中心に学年や生徒支援部で連携し対応ができている。
毎月各学年ごとの情報共有会議が実施されることで、今まで以上に生
徒の実態把握を組織的にすることができた。それにより、情報共有を密
にして、迅速な対応に努めることができた。
・情報モラルに関する講演会をリモートで実施し、啓発活動を行うことが
できた。

・文字では伝わらないことがある。勘違いやそこ
からボタンのかけ違いにならないようにする必
要がある。
・メール社会では、言葉が真実となっている。対
面で使うような言葉をメールの文面で使ってい
る可能性や場面があるのではないか。

・全学年で、担任・教科担当の先生を中心に面談を行えている。面談を
通じて密に生徒とのコミュニケーションを取り、生徒の進路相談や支援
などを行えている。
・全教職員、進路支援等の講演会に参加をして研修を積むことで、そこ
で得た知見を生かし進路支援につなげることができた。特に３年生は次
の進路先を決定する学年でもあり、全職員、学校を挙げて進路支援を
行う体制ができた。
・３年生に関しては９０人程の生徒たちが、総合型・学校推薦型入試か
ら臨み、６割５分程の生徒が進路を実現した。共通テストも普段より取
れた生徒も多く、前・中・後期入試まで受験している。これから最終的な
進路が決まる生徒が多数であるが、ほとんどの生徒が満足する進路を
達成できる、もしくはできたと感じる。

・キャリア・進学など将来を見据えた教育によ
り、様々な活動が行われているが、高校3年間
はかけがえのない時間であり、そこにエネル
ギーを注ぐ学校というのも大事である。

・感染症などの罹患リスクを減らすために、学校
でできる対策に加え、家庭でも対策を講じ、周囲
へ広げない配慮も必要である。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削
減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日、学校閉庁日、部活動休養日を設
定する。また、月２回以上の定時退勤を実践す
る。
・出退勤システム活用による時間外勤務管理お
よび衛生委員会での情報共有などをとおし、声
かけを行う。
・計画的業務遂行と業務協働のさらなる推進、
および効率化・平準化を目指す。また、年休や
振休取得をしやすい環境づくりに努める。

・教職員へのアンケートより、「業務の精選や早めの予定設定・準備、
職員間の業務分担、また、積極的な休暇取得などで、働き方改革に取
り組むことができている」と考える割合は、「そう思う」が上半期56%→下
半期53%、「少し思う」が31%→39%となっている。引き続き、業務の効率
化・平準化に向けて取り組み、教職員の協働の工夫と業務の見直しや
精選を行っていく必要がある。
・今後も計画的な休暇取得が可能で、年休などにも柔軟に対応できる
協働体制・環境づくりに努め、教職員の心身の健康を維持・増進できる
よう工夫したい。

・計画的休暇取得は難しい面があると思う。短
時間でも休暇取得ができるような環境づくりがで
きるとよい。
・休暇取得については、遠慮して休むことがない
ような教職員の意識や人間関係のづくりが必要
である。

教育支援部主任

A

・小城市で行われている「ようかん祭り」や「幸せのクリスマスの灯り」の
活動に多くの生徒が参加しており、「江里山たなだ部」や河川清掃など
のボランティア活動を含めて全校生徒の３割以上が活動できた。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合は７０％以上、
教職員の割合も９０％を超えている。
・小城市包括連携協定も踏まえて「普通科高校」の魅力を継続して発信
していく。

A

●「健康に良い食事をしている」と考える生徒の
割合９０％以上にする(高２対象)
〇毎朝、朝食を自宅でとって登校する生徒の割
合９０％以上にする(高1・2対象)

・生活状況調査、食に関する意識調査を実施す
る。
・保健だよりの発行を通して、食や健康管理に
関する意識を高める。
・関係教科との連携を密にするとともに情報共
有を行い支援にいかす。
・保護者への個別の連絡を徹底する。

・「健康に良い食事をしている」と考える生徒の割合は97.3％であり、食
事の大切さを十分理解していることがうかがえる。(高２対象)
〇毎朝、朝食を自宅でとって登校する生徒の割合87.2％と目標にはわ
ずかに届かなかった。また、毎日学校で朝食を摂る生徒が2.6%いるの
で、自宅でしっかり摂るよう支援していきたい。(高1・2対象)

・生徒情報交換会議を毎月開催して、情報共有を行った。
・臨時的な教育支援会議は、よりタイミングよく開く必要性がある。
・合理的配慮については、情報共有を行うことができた。比較的職員間
で共通理解のもと、配慮や支援をおこなうことができた。
・チーム内での生徒情報交換については、密にできている場合と、出来
ていない場合の差がやはりあるので、今後改善が必要である。

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

実施結果 意見や提言

・インクルーシブ教育については、今まで見えな
かったことが見えるようになってきている。
・高校までのつまずきも必要で、それがチャレン
ジの環境へとつながり、ひいては社会への適
応、そこから人間形成へとつながっていくことも
あるのではないか。

研修主任

B

・さがすたいるやPICFAと協働して活動したことにより、生徒や職員の理
解が少しずつ進んでいる。
・九州大学ピアサポーターとの交流も、リモートによる話し合いなどを通
じて活動できてきている。
・全校討論会や韓国研修を通して、生徒たちはより、インクルーシブ教
育について理解を深めた。
・成果発表会に向けての準備をしている途中である。リーダー生徒のみ
ではなく、全校生徒、全職員でつくり上げていく必要があると感じる。

A

○インクルーシブ教育の充実
○チーム支援体制の強化
○早期発見、早期対応の徹底
○個に応じた教育の充実

○合理的配慮について必要な生徒及び保護者の理解を
１００％にする。
○２次障害を発症する生徒をなくす。
○支援が必要な生徒は、１００％チームで対応する。
〇個に応じた配慮・支援を充実する。

・生徒情報交換会議を、各学年毎に毎月開催
し、学年及び生徒支援グループ間の情報共有を
密にする。
・合理的配慮については、入学式やＰＴＡ総会、
その他保護者面談等を利用して情報提供を行う
と共に、適切な配慮の実施及び定期的な評価
改善を行う。
・個々の生徒に適切な支援内容及び方法につ
いて、チームで話し合う。
・チーム内での生徒情報交換を密にする。

○共生社会を担う人材育成に関する教育活動の実践 ○全校生徒が、お互いの違いを認め合い、支え合うこと
の大切さを学ぶ。
○共生社会について、深く学ぶ生徒集団を作り、リー
ダーを育てる。
〇生徒個々人が、障害のあるなしに関わらず、全ての人
が活躍できる社会を作るために自分に出来ることについ
て考える。

・さがすたいるやPICFAと協働して、学びの機会を作る。
・九州大学ピアアポーターと生徒間で交流し、共生社会
についての学びを深め、活動を通して、その理念を全校
生徒へ普及させる。
・講演会やおぎすたいるリーダー成果発表会を実施す
る。

・さがを誇りに思う講演会や県内企業による講演会「SAGAミライシルプ
ロジェクト」の実施により、郷土である佐賀や小城への価値を再認識で
きた生徒が９割を超えた。
・小城市の協力を得ながら、持続可能な社会を目指して生徒たちが探
究学習を進めることができた。また西九州大学では、心理カウンセリン
グ体験やレクリエーション大会への参加など、包括連携協定を活かした
交流ができている。

○共生社会を担う人材の育成

・おぎすたいるの取り組みは、他校にないもので
ある。壁画制作など、その理念に賛同した方々
の支援があり完成した。その反響は大きく、地
域への広まりも見られた。このことは、評価に値
するものである。

○キャリア教育の充実及び生徒の進路志望の
実現
○多様な入試の形態に対応した進路指導の充
実

〇個人面談を年３回以上行い、自らの生き方を
考えさせ、興味・関心、能力、適性に基づいて主
体的に進路を決定できる能力の育成を図る。
〇進路講演会等を実施し最新の入試情報を得
る。
〇生徒が志望する進路を実現する。自分の希
望する進路を実現した生徒の割合８０％以上に
なるような進路指導を実践する。

・教職員はキャリア・カウンセリング・マインドと
スキルの共有を図り、個人面談等を行う。
・総合的な探究の時間、キャリア教育講演会等
の行事を通して、生徒のキャリアデザイン力の
育成を図る。
・特に学校推薦型選抜、総合型選抜や国公立
大学の入試動向等についての情報研修会、研
究会や講座に参加した職員の割合が３０％以
上になるようにする。
・オープンキャンパス、校外体験学習や研修、コ
ンペやワークショップ等へ参加した生徒の割合
が５０％以上になるよう奨励する。

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

・今年度の重点目標については、概ね達成できている。
・共生社会を担う人材の育成については、これまでの取り組みの成果が見られ、生徒及び教職員の理解が深まったと考える。また、壁画の制作や韓国研修などをとおして、さまざまなレベルでの人々との交流も実現した。これまでの活動を持続可能な
形に変えて、今後も生徒たちの主体的な取り組みを支援しながら他者理解や多様な価値観を認めることができる継続していくことできるようにする。
・情報共有や連携が進んでおり、問題や課題に対しては迅速な対応ができている。また、分掌や学年を超えた協働の場面が多くなった。
・小城市包括連携協定をもとに様々な交流が行われている。生徒が「地元小城」を知る機会を増やし、小城を愛する生徒たちの育成に努めたい。

・他校にはない様々な取り組みが行われてお
り、昔と異なって、生徒たちは様々な面で充実し
た学校生活を送っていると思う。

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外への
情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることができる生
徒の割合７０％以上、教職員の割合９０％以上
★県外からの入学者数３人以上

・オンリーワン活動において、社会貢献活動や
ボランティア活動に参加した生徒が１５％以上
になるように地域の行事や校外のイベントの情
報を生徒に周知し、積極的な参加を促す。

２ SAGAスクール･ミッ

ション

○ＳＤＧｓに基づいた課題を探究する「オンリーワン活動」を展開し、自己有用感を備えた、新たな価値の創造と平和で幸福な社

会の実現に取り組む人材を育成する。

○多様で開かれたインクルーシブ教育を推進し、次世代の共生社会を担う人材を育成する。

１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

・令和６年度の重点目標については、おおむね達成できた。自己の在り方、生き方について主体的に考える活動であるオンリーワン

探究活動をとおして、さらにキャリアデザイン力の育成に努める。

・共生社会について学ぶ活動により、生徒・教師が支援の在り方を考えるようになった。今後は、効果的な支援・学習指導の在り方、

業務負担の改善について研究を継続する必要がある。

３ スクール・ポ

リシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

・ふるさと佐賀を誇りに思い、将来は自分の住んでいる地

域のために貢献したいという高い志を持つ生徒で、かつ、

自分の長所や特技・強みを発揮して学校活性化に貢献しな

がら、自らの進路実現を図る生徒を求めます。

・「文武一途」の精神に基づき、学習活動や部活動、生徒

会活動等に熱心に取り組み、「知・徳・体」の調和のとれ

た人材となって社会貢献を志す生徒を求めます。

・「創意Originality」「挑戦Great Challenge」「誠実

Integrity」の実践を通して人間性を陶冶し、学習活動や特

別活動等に一生懸命取り組んで、自らの進路実現を図ろう

とする生徒を求めます。

・「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の観

点から絶えず授業改善を図ります。

・大学入試をはじめ、生徒の多様な進路選択に迅速に対

応して進路実現を目指します。

・「オンリーワン」活動を実践し、進路選択をはじめと

して将来の人生の指針となるように活用します。

・次世代の共生社会を担う人材育成のため、高大連携や

校外活動等を積極的に展開します。

・グローカル（グローバル＆ローカル）に発想し行動で

きる人間を育成します。

・新しい価値の創造を通して現代社会を逞しく生き抜き、

平和で幸福な社会づくりに貢献できる人間を育成します。

・健全な自尊心と他者を思い遣る心を備え、共生社会を

担う人材として人間性豊かな人間を育成します。

４ 本年度の重点目標

●学習活動や特別活動、探究活動、部活動、生徒会活動、ボランティア活動など、教育活動

全体を通して、生徒自身が自分の将来と真剣に向き合い、主体的に考え、進んで行動し、望

ましい自己実現ができるようにキャリアデザイン力の育成を図る。

●社会人としての規範意識を身につけ、周囲に感謝と心遣いのできる人間の育成を目指す。

●ＳＣ、ＳＳＷや専門機関等とも連携し、生徒の発達段階に応じた自己理解を深めさせ、学

校生活への適応、好ましい人間関係の構築などへの支援を充実させる。

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


